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令和４年度　農業委員会活動方針

並びに事業計画決定………………… ｐ６～７

おれらの組織紹介（米倉地区）・

インフォメーション・編集後記………… ｐ８

稲荷岡神楽は五穀豊穣と家内
安全などを祈念する行事です。
今年は２年ぶりに実施するこ
とができましたが、感染症対
策もあって日中での開催とな
り、６月８日に稲荷神社に奉
納されました。以前のように
宵宮でできるといいですね。

特集❶特集❶
特集❷特集❷

農業者等との意見交換会
農業委員会に参画して

… p２～３ p ２～３
… p４～５ p ４～５

「宵宮の神楽」(写真提供　稲荷岡神楽保存会 )「宵宮の神楽」(写真提供　稲荷岡神楽保存会 )



機
械
・
施
設
の
資
本
整
備
に
対
す
る
補
助

や
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
に
よ
る
相
談
体
制

の
充
実
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

併
せ
て
、
新
規
人
材
及
び
後
継
者
確
保

に
向
け
た
支
援
体
制
に
つ
い
て
は
、
法
人

の
皆
様
か
ら
、
よ
り
具
体
的
な
声
を
お
聞

き
す
る
中
で
、
対
応
に
つ
い
て
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
肥
料
等
農
業
用
諸
資
材
価
格
の

高
騰
に
対
す
る
支
援

肥
料
等
農
業
用
諸
資
材
費
の
高
騰
に

よ
り
農
業
経
営
の
持
続
可
能
性
に
懸
念

が
生
じ
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
ま
で
農
業
法

人
や
大
規
模
農
家
は
合
理
化
・
効
率
化

に
よ
っ
て
最
大
限
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に

努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
肥
料

等
農
業
用
諸
資
材
費
の
高
騰
に
よ
り
健

全
（
持
続
可
能
）
な
経
営
を
維
持
す
る

こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
た

め
、
行
政
（
国
、
県
、
市
）
の
支
援
を

要
望
す
る
。

答  

燃
油
価
格
の
高
騰
に
対
し
て
は
、
昨

年
度
１
月
臨
時
会
補
正
で
生
産
調
整
に
お

け
る
主
食
用
米
の
作
付
け
目
安
面
積
に
対

し
て
、
10
ア
ー
ル
あ
た
り
１
０
０
０
円
の

補
助
を
行
い
ま
し
た
が
、
ロ
シ
ア
に
よ
る

１
法
人
に
お
け
る
人
材
の
確
保
及
び

後
継
者
の
確
保
に
対
す
る
支
援

農
業
法
人
に
お
け
る
新
規
人
材
の
確

保
及
び
後
継
者
の
確
保
・
育
成
に
つ
い

て
は
、
各
法
人
と
も
こ
れ
ま
で
も
努
力

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
厳
し
い

農
業
情
勢
の
も
と
苦
労
し
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
。
個
人
農
家
の
後
継
者
が

不
在
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
個
人
農
家
が

集
合
し
て
法
人
化
し
て
も
後
継
者
の
確

保
は
困
難
な
状
況
で
あ
り
、
法
人
構
成

員
の
高
齢
化
も
進
ん
で
き
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
、
農
業
法

人
を
次
の
世
代
へ
繋
ぐ
た
め
に
も
新
規

人
材
及
び
後
継
者
確
保
策
に
つ
い
て
、

行
政
に
お
け
る
支
援
体
制
を
構
築
さ
れ

る
こ
と
を
要
望
す
る
。

答  

持
続
可
能
な
農
業
に
向
け
て
、「
法
人

化
」
は
有
力
な
施
策
の
一
つ
と
し
て
推
進

し
て
お
り
、
後
継
者
や
担
い
手
確
保
は
、

農
業
法
人
の
皆
様
の
み
な
ら
ず
、
地
域
農

業
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
で
す
。

市
と
し
て
、
ま
ず
は
、
農
業
が
し
っ
か

り
と
所
得
確
保
に
つ
な
が
る
魅
力
あ
る
産

業
と
な
る
よ
う
、
輸
出
米
や
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
米
等
の
特
色
あ
る
取
組
に
よ
っ
て
収
入

増
大
へ
の
選
択
肢
を
増
や
す
と
と
も
に
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
受
け
て
、
肥
料
等
農

業
用
諸
資
材
に
お
い
て
も
さ
ら
な
る
価
格

高
騰
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
年
度

６
月
補
正
に
お
い
て
、
補
助
対
象
を
広
げ

た
追
加
の
補
助
制
度
を
設
け
た
と
こ
ろ
で

す
。し

か
し
な
が
ら
、
現
在
の
不
安
定
な
国

際
情
勢
に
よ
り
、
こ
う
し
た
状
態
が
長
期

化
す
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
国
に
対
し
て
、
早
急
な
対
策
を
講
じ

る
よ
う
強
く
要
望
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。こ

の
た
び
、
国
に
お
い
て
、
肥
料
価
格

高
騰
対
策
と
し
て
、
化
学
肥
料
２
割
低
減

の
取
組
を
行
う
農
業
者
に
対
し
て
コ
ス
ト

上
昇
分
の
７
割
を
補
填
す
る
支
援
策
が
示

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
市
と
し
て
も
円
滑
に

事
業
を
実
施
す
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。な

お
、
実
施
時
期
や
事
業
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
国
・
県
の
準
備
が
整
い
次
第
、

農
家
の
皆
様
へ
周
知
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

市政  に届けよう農業者の声をに届けよう農業者の声を
令和４年度  農業者等との意見交換会農業者等との意見交換会

当
農
業
委
員
会
で
は
、
去
る
６
月
26
日
市
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
、
農
業
者
の
ご
意

見
・
ご
要
望
を
お
聞
き
し
、
そ
れ
を
行
政
等
に
つ
な
げ
て
地
域
農
業
振
興
の
一
助
と

す
る
た
め
「
農
業
法
人
の
現
状
と
課
題
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
会
を
実
施
し
ま
し

た
の
で
、
市
か
ら
の
回
答
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

「農業法人の現状と課題」「農業法人の現状と課題」テーマ



３
園
芸
作
物
栽
培
参
入
に
対
す
る
支
援

米
以
外
の
作
物
栽
培
に
参
入
し
た
、
若

し
く
は
参
入
し
よ
う
と
す
る
農
業
法
人
や

大
規
模
農
家
に
と
っ
て
は
、
栽
培
ノ
ウ
ハ
ウ

を
習
得
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
作
物

に
応
じ
た
栽
培
技
術
の
支
援
（
例
え
ば
Ｊ

Ａ
、
県
の
普
及
指
導
員
Ｏ
Ｂ
、
専
門
技
術
農

家
に
よ
る
直
接
的
な
支
援
）
を
要
望
す
る
。

ま
た
、
行
政
に
対
し
て
は
、
特
定
の
作
物

の
産
地
化
を
前
提
に
作
物
ご
と
の
技
術
支

援
が
可
能
な
専
門
技
術
農
家
及
び
支
援
を

受
け
た
い
農
業
法
人
等
の
リ
ス
ト
化
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る
と
と
も
に
、
技
術
支
援

活
動
に
要
す
る
予
算
処
置
を
要
望
す
る
。

ま
た
、
関
連
し
て
設
備
投
資
（
ハ
ウ
ス
、
暖

房
等
）
に
対
す
る
支
援
を
要
望
す
る
。

答  

園
芸
導
入
に
よ
る
複
合
営
農
は
、
農
業

経
営
の
幅
を
広
げ
る
う
え
で
不
可
欠
で
す

が
、
栽
培
技
術
の
習
得
が
大
き
な
課
題
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
行
政
や
Ｊ
Ａ

等
の
農
業
関
係
団
体
が
連
携
し
、
産
地
を

挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

現
在
、
産
地
育
成
計
画
を
策
定
し
、
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
や
越
後
姫
等
の
４
つ
の
ブ
ラ
ン
ド

化
作
物
、
タ
マ
ネ
ギ
や
キ
ャ
ベ
ツ
等
の
４

つ
の
土
地
利
用
型
作
物
に
つ
い
て
、市
、県
、

Ｊ
Ａ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
生
か
し
、

役
割
分
担
を
行
い
な
が
ら
推
進
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
し
た
作
物
ご
と
の
産
地
化
に
向
け

た
技
術
指
導
や
協
力
体
制
の
構
築
に
加

え
、
所
要
の
予
算
措
置
等
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
が
、
不

明
な
点
や
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、

個
別
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

４
法
人
間
の
情
報
交
換
会
設
置
に
対
す
る
支
援

若
い
農
業
経
営
者
の
間
で
は
、
既
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
で
き
て
い
る
事

例
も
あ
る
が
、
各
法
人
に
お
け
る
諸
問
題
・

諸
課
題
に
つ
い
て
、
法
人
間
で
意
見
交
換

で
き
る
場
を
設
け
る
こ
と
を
要
望
す
る
。
例

え
ば
主
要
な
地
区
ご
と
に
農
業
法
人
情
報

交
換
会
の
場
を
設
置
し
、
法
人
運
営
上
の

悩
み
ご
と
の
相
互
相
談
・
解
決
、
先
進
事

例
の
紹
介
・
普
及
等
に
よ
っ
て
農
業
法
人

の
発
展
に
資
す
る
効
果
が
見
込
ま
れ
る
。

答  

人
口
減
少
に
伴
う
担
い
手
不
足
や
農

地
の
流
動
化
等
は
、
避
け
て
通
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
多
様
な
担
い
手
の
一
つ
と

し
て
、
地
域
の
農
業
法
人
が
想
定
さ
れ
ま

す
が
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
等

も
相
ま
っ
て
、
各
農
業
法
人
と
も
課
題
や

悩
み
等
を
抱
え
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

農
業
法
人
間
の
横
の
関
係
づ
く
り
を
行

う
こ
と
は
、
諸
課
題
等
に
対
す
る
答
え
や
ヒ

ン
ト
を
得
る
う
え
で
非
常
に
有
益
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
先
日
、
過
疎
地
域
指
定
を
受
け

た
加
治
川
地
区
の
農
業
法
人
と
の
意
見
交

換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
事
前
に
簡
単
な
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
よ
り
多
く
の
農
業
法
人

が
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
に
対
し
て
意
見
交

換
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も

継
続
し
て
議
論
を
深
め
て
い
く
と
と
も
に
、

そ
の
他
の
地
区
に
お
い
て
も
開
催
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市政  に届けよう農業者の声を市政  
令和４年度  農業者等との意見交換会令和４年度  

当日は、約40名の参集がありました。

●開 設日等：毎週水曜日の午後に新発田市加治川庁舎にて実施（事前申込みが必要です）
●相談内容：新規就農相談、集落営農の組織化・法人化、法人設立準備や手続き等々
●対応機関：市内の県・市・JA北越後などの農業関係機関
●申込み窓口：新発田市農林水産課農業経営推進係（☎33－3108）

相談のために複数の窓口へ
出向く必要がありません

「農業支援ワンストップ窓口」を
ご利用ください

集
1特



「
農
業
委
員
会
に
参
画
し
て
」

私
は
、
令
和
２
年
７
月
に
市
内
で
22
人
が
選
任
さ
れ
る

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
な
り
、
菅
谷
地
区
で
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
、
農
業
委
員
（
市
内
で

19
人
）
と
連
携
し
、
自
身
の
担
当
地
区
に
お
い
て
、
担
い

手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
、
耕
作
放
棄
地
の
発

生
の
防
止
・
解
消
等
の
現
場
活
動
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

地
区
の
農
地
を
将
来
も
農
地
と
し
て
使
え
る
う
ち
に
、
担

い
手
へ
集
め
て
い
く
こ
と
を
い
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、

農
地
所
有
者
の
意
向
を
聞
き
、
地
区
で
の
話
し
合
い
が
と

て
も
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
経
験
し
た
２
年
間
の
う
ち
、
人
・
農
地
プ
ラ

ン
の
実
質
化
で
は
、
地
区
の
農
業
者
の
方
た
ち
と
一
緒
に

農
地
利
用
を
地
図
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
現
状
を
把
握

し
、
将
来
を
見
据
え
た
話
し
合
い

を
行
い
、
プ
ラ
ン
を
取
り
纏
め
た
こ
と
は
、
と
て
も
貴
重

な
経
験
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

同
じ
農
地
で
あ
っ
て
も
、
平
場
に
比
べ
条
件
の
厳
し
い

山
手
の
農
地
で
は
、
耕
作
を
受
け
て
も
ら
え
な
い
現
状
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
な
か
な
か
難
し
い
問
題
で
あ
り
ま

す
が
、
農
地
を
保
全
管
理
す
る
た
め
に
必
要
な
費
用
を
直

接
助
成
す
る
公
的
な
施
策
が
望
ま
れ
ま
す
。

委
員
と
し
て
の
任
期
は
３
年
で
、
あ
と
１
年
を
残
す
と

こ
ろ
ま
で
来
ま
し
た
。
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ

を
増
す
な
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
農
業
者
の
方
た
ち
と
一

緒
に
地
区
の
農
業
が
継
続
し
て
い
け
る
よ
う
活
動
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

菅
谷
地
区

　
　
佐
藤

健
一

農業委員会は
こんな  仕事をしています 仕事をしています

☎33ｰ3119

認定農業者等への農地の利用集積、
経営改善の支援
新発田市の農業の担い手として、新発田市に認定さ
れた人が認定農業者です。新規就農者の育成、及び
経営支援も行います。

ここは
こうやって

なるほど！

簿記
　記帳

農用地の利用
調整あっせん
を行います

農地等利用の最適化に関して
必要な意見を提出
農地等の利用の最適化の推進に必要があるときは、
関係行政機関等に対して、施策の改善等について具
体的意見を提出することが義務付けられています。

具体的意見の提出

最適化



農業委員会は農業委員会は
こんな  仕事をしていますこんな 

お気軽にご相談ください。 農業委員会事務局

農地の貸借・売買・農地の
転用についての審査
・申請事項についての調査
・審議・決定

農地賃貸借料の公開
農地法の改正に伴い標準小作料が廃止さ
れたことから、賃貸料の目安となる情報
提供を行います。

貸借料

お借りします

農業委員は地域の「世話役」、農家の相談相手

税金 家族経営協定
人・農地プラン

農業者年金農地

農地を
貸したい

後継者に
農地を贈与
したいご相談

ください!

農業者年金の加入と受給手続きのお願い
一定の要件を満たす農業従事者はだれでも加入できます。
国からの保険料助成制度があり、保険料も選択することが
できます。また、全額保険料控除の対象となります。

加入

円滑な経営移譲の指導

受給

地域農業と優良農地の保全確保、
農地情報等の一元管理
農地法に基づき、農地を農地以外に転用する時、許認可、
農地等の賃貸借、契約、登録後の農家台帳の整理も仕事の
一部です。

農地基本
台帳の整理

農地パトロール

土地利用の
合意形成

パソコン活用による
農地情報の電算化

無断転用
の防止

集
2特



　令和４年度の活動方針並びに事業計画が、４月28日開催の農業委員会総会において承認されまし
た。今年度は下記の方針等に基づいて活動を続けていきます。

１ . 活 動 方 針
　農業委員会が所掌する事務に関する活動方針は次による。

・農地法等に基づく農地の売買・貸借の許可、農地転用の許可等については、公正に審議する。
・ 農地の利用状況調査を通じ、可能な限り農地所有者等の立会を求め、農地利用の適正化や遊休
農地の発生防止・解消に努める。

・ 農地等の利用の最適化の推進として、農地所有者の意向の把握や「人・農地プラン」等の地域
の話し合い等に積極的に参加し、担い手への農地利用の集積・集約化、農業への新規参入の促
進に努める。

・法人化等の農業経営の合理化に関し、必要な支援を行う。
・農業委員会活動や農業に関する情報を広報誌等を通じて発信する。
・農業者との意見交換会等に取り組み農業者の声をくみ上げ、関係行政機関に意見を提出する。
　なお、農業委員会の委員は特別職の公務員として研鑽に励み、法令を遵守し高い倫理観をもっ
て公平・公正に職務を遂行する。また、農業委員研修には必ず参加する。

２ . 事 業 計 画
　活動方針に基づいて以下の会議で審議するとともに、各部会においては策定した年間活動計画
に基づいて活動を展開する。

　　定例総会　　　　　　月１回開催
　　調査委員会　　　　　月１回（定例総会前）開催
　　役員会　　　　　　　必要に応じて開催
　　各部会　　　　　　　必要に応じて開催
　　農業参入計画調査会　必要に応じて開催

令和４年度
新発田市農業委員会

活動方針並びに事業計画

総会は感染症対策を考慮したうえで開催しています



　農地制度の適正な執行のため、「農地等の利用の最適化の推進に関する指針」に基づき、遊休
農地の発生防止・解消活動や無断転用並びに農地の適正な利用状況の把握及び指導を主体とした
活動を展開する。また、担い手への農地集積・集約化や「人・農地プラン」の実質化を推進して
いくため、地域での農地利用調整のコーディネイト活動を積極的に行う。

○利用状況調査（農地パトロール）
　・遊休農地の現地調査及び当該農地権利者への利用意向調査等の実施
　・ 相続税または贈与税の納税猶予の適用を受けている特例農地の現地

調査の実施
　・無断転用地の調査及び当該農地権利者への指導の実施
　・ 新規取得農地の管理状況の調査及び不適切管理農地の権利者への指

導の実施
　・農地への不法投棄の監視
○農業振興地域整備に関する法律の適正な運用
・ 農用地区域内にある農業用施設や底面コンクリート張り農地等の現
地調査の実施

　就業の場並びに多様な担い手の確保に向け、新規就農者の支援や人・農地プランの実質化・実
現など農業関係機関・団体と連携した活動を主体とする。また、農業者（地域）の声を反映した
行政への提言を行う。

○担い手、認定農業者等の育成・確保
・ 市内農業者と市・県並びに農業関係機関・団体等との意見交換会の
開催

○農業委員会の公正な活動及び円滑化に向けた各種研修会の開催
・農業委員研修会

　・農業委員会視察研修事業
　・農業者年金研修会

　農地行政に係る関係法令業務の適正な執行のため、各種情報を収集し提供することを主体にし
つつ農業委員会活動を市民にPRする。

○ 目に見える農業委員会活動の発信
・広報さわやかの発行（年２回）

　・ホームページを通じた情報発信
○ 農業者の活躍事例の紹介
・地域資源を活用した起業化支援・推進のための情報提供

　・女性新規就農者等の紹介や女性農業者の活躍事例の発信

農地パトロールの様子

意見交換会の様子

広報誌の発行

新 発 田 市 農 業 委 員 会 広 報
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畔塗り作業
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加治川地区小島
集落の

渡邉功さん、津
吉さんが

親子で栽培して
いるハウスで

撮影しました。

昨年の豪雪によ
る倒壊を

乗り越え、オー
タムポエムの

出荷は最盛期を
迎えました。

「オータムポエム
、最盛期へ」

（12月９日撮影
）



インフォメーション

ご意見・ご感想をお寄せください。　　農業委員会事務局　TEL 0254-33-3119
● 次号の冬号は令和５年１月に発行します ●

今回は米倉地区の山内集落にある山内生産組合
さんへおじゃましました。 （担当：牧野 和夫委員）

今
回
は
、
米
倉
地
区
の
山
内
集

落
で
活
動
し
て
い
る
「
山
内
生
産
組

合
」（
代
表

近
藤
久
男
さ
ん
）
を
紹

介
し
ま
す
。

同
組
合
は
、
平
成
25
年
に
圃
場

整
備
の
完
了
後
に
「
農
事
組
合
法

人
山
内
生
産
組
合
」
を
設
立
し
ま

し
た
。

経
営
規
模
は
約
28
ha
、
営
農
は

水
稲
の
み
で
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
ゆ
き

ん
子
舞
、
新
潟
次
郎
な
ど
を
作
付

け
し
て
お
り
、
組
合
の
構
成
員
で
あ

る
８
人
の
体
制
（
48
歳
〜
69
歳
）
で

作
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

活
動
の
拠
点
と
な
る
事
務
所
及

び
格
納
庫
は
、
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
跡

を
譲
り
受
け
、
ト
ラ
ク
タ
ー
・
田
植

機
・
コ
ン
バ
イ
ン
・
フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト
等
を
格
納
し
、
育
苗
ハ
ウ
ス
は
４

棟
で
密
苗
の
生
育
を
行
い
、
そ
し
て

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
五
十
公
野
の
構
成

員
と
な
る
こ
と
で
、
そ
こ
で
乾
燥
と

調
整
を
し
ま
す
。

今
後
は
、
中
山
間
地
地
域
の
農

地
を
守
る
た
め
に
後
継
者
と
な
る

担
い
手
の
育
成
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
山
間
地
の
農
地
を
守
る

中
山
間
地
の
農
地
を
守
る

今年に入り世界情勢が農業に及ぼす影響が顕

著となってきました。ウクライナ情勢が深刻に

なっていることから肥料や飼料、農業資材の高

騰が経営を圧迫してきています。

さらに昨年より続く原油高騰により燃料費が

増大。加えて、ここ数年のコロナ禍による収入の

減少が更なる経営状況の悪化を招いています。

コロナ禍で生活様式が一変したように、農業

分野にも更なる変革が求められているのかもし

れません。

農業者自身がスマート農業や有機質肥料の活

用などで知恵を絞りこの難局を乗り越えていき、

さらに個人的努力には限界があるため行政など

の関係機関の支援が望まれるところです。新発

田市の豊富な農地を守り次世代へ繋いでいくた

め、そして市民の食を守るためにも農業者への

様々な対策が急務となっています。農業委員会

としても情報提供に努めて参りたいと思います。

（若杉 智代子委員）
月700円、年8,400円 消費

税込

金曜日発行週刊

全国農業新聞全国農業新聞をを読もう！！読もう！！

農
業
委
員
会
広
報
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さ
わ
や
か
は
私
た
ち
が

編
集
し
ま
し
た
。

今年の稲作付け後の圃場の風景。

代表の近藤久男さん（左から２番目）をはじめ、４人
の方に集まっていただきました。

編
集
委
員
長

湯
淺
　
生
夫

編
集
委
員

髙
木
　
辰
夫
・
牧
野
　
和
夫
・
杉
林
　
　
武

近
藤
　
勇
二
・
阿
部
　
國
範
・
若
杉
智
代
子
・
川
﨑
　
義
明
・
伊
藤
　
　
栄

宮
島
　
隆
行
・
井
上
　
　
寿
・
佐
藤
　
健
一
・
加
藤
　
雅
之

（農林水産省HPより引用：「代表的な症状」）

熱中症にご注意まだ
  まだ

昨年は９月中も30℃超えの日がありました。

汗をかかない、体が熱い

意識の障害がある

まっすぐに歩けない

手足がしびれる、
冷たい

めまい、吐き気
がする

ズキンズキンと
する頭痛がある

体がだるい


